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◆講演の流れ 

1．日本におけるユダヤ人共同体の歴史――長崎、横浜、神戸、東京 

2．ワルシャワから神戸へ――ユダヤ難民と杉原ヴィザ 

3．神戸におけるユダヤ難民 

  3-1．ユダヤ人協会の活動とユダヤ難民の構成 

  3-2．正統派のユダヤ教徒と日付変更線の問題 

  3-3．新聞報道、小辻節三の活動、神戸行政機関の対応 

  3-4．神戸市民の好意 

4．丹平写真俱楽部と「流氓ユダヤ」 

5．まとめと展望 

◆まとめ 

・日本におけるユダヤ人共同体の歴史（特に神戸が重要） 

・日本の知識人→反ユダヤ主義の迷妄に囚われていた 

・ツヴァルテンダイク→杉原千畝→根井三郎→建川美次 

  →大迫辰雄→小辻節三 

・日本の物理的のみならずユダヤ法的な遠さ 

・神戸ユダヤ人協会の貢献 

・市井の人々の好意 

・丹平写真倶楽部「流氓ユダヤ」のまなざし                      （図１） 

◆展望 

・敦賀と神戸を日本におけるユダヤ研究の中心地に 

・国内のユダヤ学会と共に日本ユダヤ教史を確立し、世界のユダヤ学と国際的な共同研究を 

・敦賀と神戸で蓄積のあるユダヤ難民や杉原千畝の研究に、ユダヤ学の視点を 

 

■ユダ・ハレヴィ『クザリ』2.19-20（上の図１[志田雅宏作成]を参照） 

19. ハザル王：日は本来、中国で最初に夜明けを迎えるものとして計算されていなかったか？ なぜなら中国は居住可能地の

東端を成すから。 

20. ラビ：安息日の始まりはシナイ山、より正確にはマナが最初に降ったアルシュから計算されねばなりません。したがって

安息日は、太陽がシナイ山の背後に沈んでから、さらに遥か西へ、地球を回り、人の住む地の果てである中国に至るまで始ま

りません。安息日は中国ではエレツ・イスラエルより 18 時間遅れて始まります。なぜなら、エレツ・イスラエルが世界の中

心にあるからです。したがってエレツ・イスラエルの日没は中国の真夜中と一致し、エレツ・イスラエルの正午は中国の日没

と一致します。これが規則における 18時間に基づく体系の問題点です。（中略） 

 したがって、18 時間を週の日の命名基準とせねばなりません。なぜなら、日の命名が始まったエレツ・イスラエルと、命

名開始時の太陽の位置との間には 6時間の差があるからです。したがって、安息日という名前は、太陽が極西に昇った、日の

始まりに用いられましたが、それはエレツ・イスラエルのアダムにとっては日没のときでした。それは「安息日の始まり」の

名前を維持し、18 時間後に彼にとって太陽が天頂に達するまで続きました。そのとき中国では夕方であり、そこでもまた安

息日の始まりでした。これが安息日と呼称される日の極限です。なぜなら、さらに向こうの地域は単に「私たちから見て日の

数え始めの場所の東側」と呼ばれるに過ぎないからです（יָמִים תְחִילִים הַּ נּוּ מַּ מִמֶּׁ מָקוֹם שֶּׁׁ הוּא מִזְרָח לַּ יֵשׁ אַחֲרָיו אָמְנָם נִקְרָא כְשֶּׁׁ ה שֶּׁ 。（מַּ
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しかし、同時に極西であり東の始まりでもある地点が存在するに違いありません。エレツ・イスラエルにとって、これは律法

の観点だけでなく自然科学の観点からも、居住世界の始まり（יִשוּב ת הַּ なのです。なぜなら、週の曜日が世界中で同じ名（תְחִלַּ
称を持つことは不可能だからです。（中略） 

 しかし、その日の呼び名が異なる地域間の差が生じる範囲は、ちょうど 18 時間に及びます。ある子午線の住民がまだその

日を安息日と呼んでいる間、別の子午線の住民は既にその日を過ぎています。こうして安息日が始まり、エルサレムで太陽が

天頂に達した時刻から 18 時間後まで続きます。その時こそ、安息日という名称が終わるのです。したがって、その日を安息

日と呼ぶ者は存在せず、皆翌日を呼びます。（中略）安息日の名称はあらゆる場所で日曜日に置き換わりますが、エレツ・イ

スラエルでは既に安息日が過ぎ去り、日曜日の真っただ中にあったのです。この規則の意図は、同じ曜日の名称が全世界で通

用するようにし、中国と西洋の住民双方に「新年をどの日に祝ったか」と問うことが可能となることでした。答えは「安息日

に」となるはずです。後者の人々が祝祭を終えていた一方で、前者はエレツ・イスラエルに対する自国の地理的位置により、

まだ祝祭を続けていたにもかかわらず。週の曜日の名称に関しては、両者とも同じ曜日を守っていたのです。 

 このように『主の安息日』と『主の祭日』の認識は、『主の相続地』である土地に依存しており、あなたが読んだように、

それは『主の聖なる山』（詩 99:9）、『主の足台』（詩 99:5）、『天の門』（創 28:7）とも呼ばれます。律法はシオンから出

るからです（ミカ 4:2）。（後略） 
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